
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組１】（Ａ中学校） 

毎朝、教員が生徒昇降口で、生徒に挨拶をするようにしてい 

る。教員が挨拶を交わし、生徒に気になる様子があった場合に 

は、個別に声を掛けている。 

授業支援ツールを利用して生徒が１行日記を書いており、夏季休業日中も生徒の様

子を適宜把握することができた。夏季休業日の最終週に生徒が登校して教員と会い、

心と体を学校になじませ、心理的負担を軽減して新学期を迎える準備ができるよう、

働きかけた。 

 

【取組 2】（Ｂ中学校） 

生徒会や各委員会が強化週間を決め、全校で様々な活動に取り組んだ。生徒会のユ

ニセフ募金や挨拶運動は、生徒会役員が登校時間に合わせて生徒昇降口に立ち、生徒

に呼び掛けを行った。給食委員会は、毎日の給食の準備に協力して取り組むよう声掛

けを行った。第１学年学級委員会は、あったか言葉週間として、あったか言葉を言わ

れた人の人数を集計し、人数分のシールを貼ることで、「あったか言葉の木」を育てる

という取組を行った。 

定期考査前は、生徒会の活動として自習教室を開室し、生徒同士 

が教え合って学習に取り組めるようにしている。回数を重ねるごと 

に参加者が増えている。 

 

【取組３】（Ｃ中学校） 

授業改善推進拠点校として「未来を切り拓く自走力の育成～探究心と学びを生み出

す学習環境デザイン～」というテーマに沿って授業を行っている。生徒が主体的に発

言する場面が多く、グループでの話合い活動も活発である。教員が例示し、手順を視

覚化することで、生徒が安心して制作したり発表したりすることができている。生徒

が自分の得意なやり方で授業参加ができるよう配慮している。 

 

【取組４】（Ｄ中学校） 

夏季休業日中に校内研修会を実施し、国や東京都の不登 

校施策を学ぶ機会を作った。不登校生徒の夏季休業日中の 

様子や新学期を迎えるにあたっての配慮事項なども全教員 

で共有し、改めて生徒理解を深め、対応を考えることがで 

きた。 

不登校対応巡回教員連絡会で得た情報も、校内委員会で 

周知している。 

 

新たな不登校が生じない取組 （「未然防止」の取組） 

不登校が生じない魅力ある学校・学年・学級づくりの推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡回担当校グループ内で、１学年で新たに

不登校となる生徒が減少し、初期対応を丁寧

に実施したり関係機関と連携して重層的に支

援したりした成果が表れている。 

 

 

 

 

成 果 

小学校で不登校だった児童が安

心して中学校に進学できるよう、

より一層小・中連携を進め、丁寧に

引き継ぐことが必要である。 

課 題 

多様な学びの場を確保する取組 
（「早期支援」及び「長期化への対応」の取組）の推進 

支援会議では、生徒情報の共有だけで

はなく、手だての検討と実施後の変容を

共有し、ケース検討をしている。ＳＣや

ＳＳＷも同席し、多面的な協議ができて

いる。２学期の始業式の日にも支援会議

を設定し、夏季休業最終週に実施した生

徒へのアンケートの結果や、新学期初日

の生徒の様子を共有し、支援策を検討し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

支援会議で方針を共有し、頻度やねら

いを明確にしてから家庭訪問の計画を

立てた。学級担任と一緒に定期的に家庭

訪問を実施し、配布物やメッセージカー

ドを渡し、人間関係を構築した。東京都

のバーチャル・ラーニング・プラットフ

ォームも活用し、学級担任とＳＳＷが生

徒と一緒にチャットをして交流するこ

とができるようになった。 

授業支援ツールを活用して、毎日時間

割を周知しオンラインで授業を視聴でき

るようにしたり、授業で使用する教材や

合唱コンクール期間の練習の様子などを

生徒と共有したりして、学びの保障と所

属感の向上につなげた。学校からの配布

物をデジタルでも配信することで、情報

が行き届くようにしている。 

 

 

 

 

 

 

ＳＣやＳＳＷ、子育て世代包括支援セ

ンターなどと連携し、面談を実施したり

ケース検討をしたりして、今後の方針を

共有し、役割分担をして支援した。 

学区内の小学校の校内別室を視察し、

運営状況や児童の様子を見学した結果

を中学校の支援会議で周知し、教員の生

徒理解を深めた。 

 

支援会議（Ｄ中学校） アウトリーチによる支援（Ｃ中学校） 

デジタル機器を活用した支援（Ｂ中学校） 

 

関係機関との連携（Ｃ中学校） 

年度当初に校内別室の環境整備を行い、校内別室支援員と共通理解 

を図るために文書を作成した。ホワイトボードを効果的にレイアウト 

し、生徒が他者の視線を気にせずに過ごせる空間を作った。研修会な 

どで得た情報や資料を特別支援教育コーディネーターと共有して協議 

し、校内別室で利用する記録用紙や校内別室の利用状況を記入するホ 

ワイトボードなどを改良した。 

校内別室における支援（Ａ中学校） 


